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学 園 だ よ り 



 

新年になりました。あけましておめでとうございます。 

いつもうみねこ学園へのご支援、ご協力をありがとうございます。 

    昨年はこれまで経験したことのない暑さの後、秋をゆっくり楽しむ余裕もないまま冬になったという印

象です。この先どんな冬の終わりになるのかわかりませんが、早く暖かな春になることを願っています。 

    また、昨年は新型コロナへの対応が変わり、子供たちに関係する様々な活動が「コロナ禍前」に戻っ 

ていった年でした。その半面、新型コロナに加えインフルエンザへの対策も求められるなど、引き続き健

康に関することも話題となりました。今年も同様の対応が求められると思います。 

とはいえ新しい年です。ハッピーニューイヤーです。気持ちを新たにして、子供たちを中心にした支援

を職員一丸となり進めて参ります。今年もどうぞよろしくお願いいたします。そしてうみねこ学園にかか

わるすべての皆様にとって良い１年になりますように。 

 

さて、今回スペースをいただきましたので、昨年読んだ本の感想などを記しま

す。私の中で一番印象に残った本は、黒柳徹子さんの「続 窓ぎわのトットちゃ

ん」でした。徹子さんが戦時中に南部町諏訪ノ平に疎開していたことは新聞記事

等で知っていましたが、この本でその当時のことをもっと知りたいと思ったのも

購入した理由でした。 

徹子さん一家は太平洋戦争末期、以前北海道から東京に帰る汽車の中で知り合

った諏訪ノ平のリンゴ農家さんにお世話になり、疎開することになりました。苦

労もたくさんありましたが、お母様の大活躍、徹子さんの機転やバイタリティー

もあり乗り越えることができたそうです。三戸の学校の同級生やいろいろな人た

ち（旅役者の一行や陸奥湊のイサバのかっちゃも出てきます）との出会いがあったり、「鉄橋で危機一髪」

というような体験もしたりしたそうです。 

本の中で心に残ったのは、仲の良い友達もでき、諏訪ノ平や三戸の学校に馴染むこともできた徹子さん

ですが（安心しました）、三戸の城山公園で「自分のいるところはここではない。自分のふるさと東京に

戻り、再び元の生活をしたい」と思った場面です。ああそうだったのか、簡単に疎開と言うけど当時の人

たちはたいへんな苦労をし、いろいろな思いもあったのだろうなあ、と思い至った次第です。 

そして青森のこの地に来たことが、徹子さんの生き方に何らかの（良い）影響を与えたとしたら、地元

民として誇らしいことだと思いました。 

この本を読んだ後、久しぶりに 43年前に出版された「窓ぎわのトットちゃん」を開きました。その中

に出てくる「トモエ学園」の小林校長先生の言葉を記します。「君は、ほんとうは、いい子なんだよ」。こ

の言葉を我々はいつも携えて、普段接する子供たちへ手渡したいものだと思っています。 

 

さて、最後に質問です。右の写真の男の子は誰でしょうか。 

答えは小学校入学式当日の私です。後ろは名久井岳です。周りはりんご畑です。   

周囲の道路はまだ舗装されていません。 

引き算してみたら 56年前です。思えば遠くに来たものです。 

「誰でもみんな子供でした」という言葉と一緒に、この写真を子供たちに見せ

てきました。大人は子供たちのモデルになるとともに、自分の子供の頃を忘れず

にいたいものだと思っています。            

園長 木崎 達広 

 



 

 

まずは、落ち着く方法を用います 

みなさんは、子どもを怒ってから後で後悔したことはありませんか? 

私は子育て中、イライラや怒りをそのまま子どもにぶつけてしまい、時間がたってから 

「大したことでもなかったのに、なんであんなに腹が立ったんだろう。 

怒りに任せてあそこまで言わなきゃよかった」と反省することがありました。 

時には、怒りの表現の仕方で親子関係にヒビが入り、修復できない最悪な関係になったときもありました。 

自分の子どもだから余計に腹が立ち、親として責任があり、 

子どもは親の言うことを聞くべきだと思い込んでいるところがあったからでしょうか。 

 

ペアレントトレーニング（しつけと良い親子関係を築くための基本的な技術を学ぶ）では、 

子どもが親の言うことを聞かずに言い争いを始めたり、泣きわめいたり、逆に固まったり、物を壊したり 

人を叩いたりしたときに、まずは親自身が落ち着く方法をとることを勧めています。 

具体的には、ちょっとひと呼吸し、時間をおいて深呼吸をする、数字を 10まで数える、水を飲む、その場を離れる、 

手を出しそうになったらポケットに手を入れる、後ろ手を組むなど自分なりの方法で落ち着くことを勧めています。 

そして、とにかく子どもも落ち着かせます。お互い興奮状態では、聞く耳もありません。 

親も子も時間をおいて、お互いに落ち着いたら、問題を解決するための前向きな話し合いを始めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

新年あけましておめでとうございます。 

冬休みは、ゆっくり過ごしてリフレッシュできましたでしょうか。 

冬休み中の生活から通常の生活に戻すためにも 

規則正しい生活（早寝・早起き・バランスの良い食事）を心がけて 3学期に備えましょう。 

また、風邪・インフルエンザ・コロナウイルス・ノロウイルス等に罹患しないよう 

感染予防の継続もよろしくお願いいたします。 

 看護師 中山樹里    

そのために、前もって落ち着く方法を子どもに伝え、練習するのを勧めています。 

親が怒って怒鳴ったり、叩いたりするのを子どもに見せると子どもは親のやり方を 

モデルにし、怒りの感情を親と同じように発散させ、行動するようになります。 

 

親は、子どもが生まれてすぐに親になるのではありません。 

子どもも親も、お互いに「まなび」や「練習」を通して成長していくのです。 

子どもとの信頼関係を築くために親や先生・支援者向けの 

ペアレントトレーニングに関心のある方はご一報ください。 

心理指導員  石岡れい子      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
  

 

   
  

 

クリスマス会
 

12 月 13 日（水）にクリスマス会が行われました！ 

体調不良の児童や自宅療養中の児童も多く、規模を縮小 

しての開催となりましたが素敵な会になりました！ 

 

規模縮小のためゲームは中止となりましたが 

たくさんの余興を楽しむことができました         



 

 

 

 

 

 

   
  

 

   
  

 
 

 

 

 

 

 

   
  

 

   
  

 

   
  

今年の食事＆ケーキはプラザホテル様！ 

とっても美味しかったね     

今年もカゴいっぱいのプレゼントが！！ 

中身は なにかな～？？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 日（水） 帰園日 

 短期入所予約受付開始（～15日） 

10 日（水） 誕生会 

17 日（水） 避難訓練 

1 日（水） 短期入所予約受付開始（～15日） 

7 日（水） 誕生会 

14 日（水） 卒業・進級を祝う会 

21 日（水） 避難訓練 

1 日（金） 短期入所予約受付開始（～15日） 

6 日（水） 誕生会 

13 日（水） 避難訓練 

22 日（金） 春季家庭実習（～4月 3日） 

24 日（日） 親の会役員会 

※行事予定は変更になる場合が 

ございますのでご了承下さい 


